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 今回の実践での単元は表 1 の通りである。表 1 は今回の実習での時系列順に単元を並べている。 
表 1:各学年で行った単元 
1 年生 ソフトボール バレーボール バスケットボール  
2 年生 ソフトボール バスケットボール 柔道 サッカー 
3 年生 ソフトボール バスケットボール テニス  
【探究実習の成果と課題】 
1．成果 
 今回の実習では，週 1 回であり全ての授業には参加できない中で，担当授業の生徒達との関係は構
築できたと感じている。また，実習校のスタイルにも慣れることができた。目標に挙げた「自身の授
業実践力の向上」については，担当教員に授業の進め方等のアドバイスをもらいながら毎回の授業実
践に臨むことができた。 
自身の研究テーマとの関連については，実習の後半に意識して授業の参観等を行うことができたと
感じている。私自身が探究実習において最終的に目標とする学習者のエンパワーメントを引き出す授
業と実習校の体育の授業とを照らし合わせながら参観等を行うことができた。具体的には，芸術コー
スのクラスで授業を行った際に，ゲームの中で課題を見つけ授業の最後に練習の時間が欲しいという
発言があった。ゲームから自身やチームの課題を発見し，自分たちで練習に取り組む姿が見られた貴
重な授業であった。また，運動の能力の高い生徒が低い生徒へと教える姿も見られた。この授業では，
部分練習が行われずゲームから授業を始める形態がとられていた。生徒の活動への意欲を高めるため
には，活動の順序を改めることが必要ではないかと新たに考えることができた。 
2．課題 
今回の実習では，週に 1 回の実習であったため，担当教員との充分にコミュニケーションが取れず，
実習校においてはどのようなことを意識されて授業が進んでいるのか等の重要な点が未だにわかって
いない状況である。教師側がどのような意識で保健体育の授業を行っているのかの調査の必要性を感
じている。 
自身の研究テーマとの関連としては，現在のＡ高校の授業においては活動から生徒が何を学び，「生
涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力」がどこまで育まれているのか確認するこ
とはできていない。その調査をアンケート等で行うとともに，生徒が授業から生涯スポーツの重要性
を発見することができ，活動に積極的に取り組み，学びを得るような授業を考えていきたい。 
 
